
教育委員会定例会日程

平成２２年２月２５日

１ 開 会

２ 前回会議録の承認

３ 会議録署名委員の決定

４ 議事

日程第１

報告第１号

事務の臨時代理の報告（平成２１年度３月補正予算）について

（教育総務課、学校教育課、教育指導課、生涯学習政策課、文化財課）

日程第２

報告第２号

事務の臨時代理の報告（平成２２年度当初予算）について

（学校教育部、生涯学習部）

日程第３

議案第２号

平成２１年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査について

（教育指導課）

５ 報告事項

（１）平成２２年度学校教育のねらいと基本方針について

（資料１ 教育指導課）

６ 閉 会



報告第１号

事務の臨時代理の報告（平成２１年度３月補正予算）について

小田原市教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則（平成１０年３月教

育委員会規則第４号）第４条第１項の規定により、別紙のとおり臨時代理したので、

同条第２項の規定により、これを報告する。

平成２２年２月２５日提出

小田原市教育委員会

教育長 前田 輝男



1

平成２１年度３月補正予算概要

（歳 入） （単位：千円）

科 目 補正額 主 な 内 容

(項)国庫負担金

(目) 教育費負担金

94,950 義務教育施設整備費負担金（1/2） 94,950

(項)国庫補助金

(目) 地域活性化・

公共投資臨時

交付金

144,702 地域活性化・公共投資臨時交付金 144,702

(項)国庫補助金

(目) 地域活性化・

きめ細かな臨

時交付金

54,500 地域活性化・きめ細かな臨時交付金 32,000

22,500

(項)県補助金

(目) 雇用対策事業

費補助金

78,000 緊急雇用創出事業臨時特例基金市町村補助金（国） 78,000

(項) 寄附金

(目) 教育費寄附金

145 奨学基金寄附金 145

(項) 雑入

(目) 教育費雑入
15,400

旧橘学校給食共同調理場建物補償費 15,400

(項) 市債

(目) 教育債

191,900 義務教育施設整備事業債 167,000

史跡整備事業債 24,900

合 計 579,597



2

（歳 出） （単位：千円）

財 源 内 訳
科 目 補正額 主 な 内 容

国県支出金 地方債 その他 一般財源

(項) 教育総務費

(目) 事務局費

145 学事一般経費

・奨学基金積立金（寄附金充当

２件）

145

(項) 小学校費

(目) 学校管理費

35,000 学校管理経費

・学校施設改修事業費

施設維持管理工事請負費

32,000 3,000

(項) 小学校費

(目) 教育振興費

6,736 一般経費

・扶助費

要保護及び準要保護児童

援助費

6,736

(項) 小学校費

(目) 学校建設費

240,000 学校施設建設事業経費

・校舎リニューアル事業

千代小学校校舎北棟整備

事業費

建築工事請負費

鉄筋コンクリート造 3

階 建 延 べ 床 面 積

633.22 ㎡

初度調弁費

94,950 142,000 3,050

(項) 中学校費

(目) 教育振興費

2,246 一般経費

・扶助費

要保護及び準要保護生徒

援助費

2,246

(項) 社会教育費

(目)社会教育総務

費

25,000 一般経費

・生涯学習施設改修事業費

施設維持管理工事請負費

22,500 2,500

合 計 309,127 149,450 142,000 145 17,532



3

繰越明許費補正（追加）

（単位：千円）

科 目 事 業 名 金 額

学校施設改修事業 35,000

学校情報通信技術環境整備事業 182,250

理科教育設備整備事業 19,141

(項) 小学校費

千代小学校校舎北棟整備事業 240,000

学校情報通信技術環境整備事業 65,900(項) 中学校費

理科教育設備整備事業 11,646

(項) 幼稚園費 学校情報通信技術環境整備事業 2,400

(項) 社会教育費 生涯学習施設改修事業 25,000





報告第２号

事務の臨時代理の報告（平成２２年度当初予算）について

小田原市教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則（平成１０年３月教

育委員会規則第４号）第４条第１項の規定により、別紙のとおり臨時代理したので、

同条第２項の規定により、これを報告する。

平成２２年２月２５日提出

小田原市教育委員会

教育長 前田 輝男



平成２２年度

当初予算要求概要

(教育費関係)



費目
２２年度
(千円)

２１年度
(千円)

額
(千円)

対前年度
比
(％)

教育総務
生涯学
習政策

青少年 文化財 スポーツ 図書館

教育委員会費 7,121 6,906 215 3.1% 7,121

事務局費 479,263 487,519 -8,256 -1.7% 479,263

学校給食共同調理場費 193,441 193,448 -7 0.0% 193,441

小・学校管理費 929,720 941,706 -11,986 -1.3% 929,720

小・教育振興費 90,772 86,312 4,460 5.2% 90,772

小・学校建設費 0 303,500 -303,500 - 0

中・学校管理費 318,328 664,269 -345,941 -52.1% 318,328

中・教育振興費 76,704 72,766 3,938 5.4% 76,704

幼稚園費 60,196 119,977 -59,781 -49.8% 60,196

事業費計Ａ 2,155,545 2,876,403 -720,858 -25.1% 2,155,545

914,857 991,006 -76,149 -7.7%

3,070,402 3,867,409 -797,007 -20.6%

社会教育総務費 40,179 40,438 -259 -0.6% 40,179

青少年対策費 183,043 229,778 -46,735 -20.3% 183,043

文化財保護費 462,553 377,762 84,791 22.4% 462,553

生涯学習センター費 87,956 101,849 -13,893 -13.6% 87,956

図書館費 204,067 213,625 -9,558 -4.5% 204,067

郷土文化館費 23,664 26,015 -2,351 -9.0% 23,664

尊徳記念館費 55,381 71,849 -16,468 -22.9% 55,381

諸施設費 7,132 7,139 -7 -0.1% 563 6,569

保健体育総務費 60,363 62,465 -2,102 -3.4% 60,363

体育施設費 181,596 206,078 -24,482 -11.9% 181,596

事業費計Ｄ 1,305,934 1,336,998 -31,064 -2.3% 207,743 189,612 462,553 241,959 204,067

644,840 623,618 21,222 3.4%

1,950,774 1,960,616 -9,842 -0.5%

3,461,479 4,213,401 -751,922 -17.8% 2,155,545 207,743 189,612 462,553 241,959 204,067

1,559,697 1,614,624 -54,927 -3.4%

5,021,176 5,828,025 -806,849 -13.8%総合計 Ｉ （Ｇ+Ｈ）

事業費計G（Ａ+Ｄ）

当初予算額

事
業
費

学
校
教
育
部

人件費Ｂ

小計Ｃ（Ａ+Ｂ）

生
涯
学
習
部

人件費Ｅ

（ 職 員 課 予 算 ）

２２年度予算額（課別・事業費） （千円）

平成２２年度 教育費予算総括表

増減

人件費計Ｈ（Ｂ+Ｅ）

小計Ｆ（Ｄ+Ｅ）

事
業
費

（ 職 員 課 予 算 ）

（ 職 員 課 予 算 ）



（単位：千円）

款 項 目 ２２年度 ２１年度 比 較
主 な 事 業

（下線は新規事業）

10教育費 3,461,479 4,213,401 △ 751,922

1教育総務費 679,825 687,873 △ 8,048

1教育委員会費 7,121 6,906 215

2事務局費 479,263 487,519 △ 8,256

3学校給食共同調
理場費

193,441 193,448 △ 7

2小学校費 1,020,492 1,331,518 △ 311,026

1学校管理費 929,720 941,706 △ 11,986

2教育振興費 90,772 86,312 4,460

･学校建設費 0 303,500 △ 303,500

3中学校費 395,032 737,035 △ 342,003

1学校管理費 318,328 664,269 △ 345,941

2教育振興費 76,704 72,766 3,938

4幼稚園費 60,196 119,977 △ 59,781

1幼稚園費 60,196 119,977 △ 59,781

○園舎外壁改修工事請負（下中幼）

○旧片浦中学校施設活用検討事業
○特別支援教育推進事業
○小学校外国語活動実践活用事業
○未来へつながる学校づくり推進事業
○少人数学級編制推進事業
○委託料
・教職員健康づくり

○私立幼稚園等就園奨励費補助金
○不登校対策支援モデル事業
○調理等委託料
○旧橘学校給食共同調理場解体工事請負

○学校管理委託料
・窓ガラス飛散防止フィルム貼付（前羽小）

○工事請負
・校舎外壁改修（芦子小）
・電波障害対策

○小学校長会等振興事業
○学校給食委託料
・単独調理校１２校（新規の久野小、矢作小含む）

○工事請負
・運動場改修（橘中）
・校舎外壁改修（泉中）
・電波障害対策

○中学校長会等振興事業



（単位：千円）

款 項 目 ２２年度 ２１年度 比 較
主 な 事 業

（下線は新規事業）

5社会教育費 1,063,975 1,068,455 △ 4,480

1社会教育総務費 40,179 40,438 △ 259

2青少年対策費 183,043 229,778 △ 46,735

3文化財保護費 462,553 377,762 84,791

4生涯学習セン
ター費

87,956 101,849 △ 13,893

5図書館費 204,067 213,625 △ 9,558

6郷土文化館費 23,664 26,015 △ 2,351

7尊徳記念館費 55,381 71,849 △ 16,468

8諸施設費 7,132 7,139 △ 7

6保健体育費 241,959 268,543 △ 26,584

1保健体育総務費 60,363 62,465 △ 2,102

2体育施設費 181,596 206,078 △ 24,482

○おだわら駅伝競走大会
○スポーツ少年団姉妹都市交流事業
○城下町おだわらツーデーマーチ
○実業団学生対抗陸上競技大会

○シルバー大学
○市美術展事業
○市民文化祭事業
○きらめきおだわら塾開催費
○おだわら文学再発見事業
○小田原城二の丸茶会開催事業費補助
○放課後児童健全育成事業(放課後児童クラブ)
○指導者養成研修事業
○スクールコミュニテイ推進事業
・地域の子ども活動情報発信支援事業
・地域の見守り拠点づくり事業

○中学生体験学習事業
○地域・世代を超えた体験学習事業
○本丸・二の丸整備事業
○八幡山古郭・総構整備事業
○史跡石垣山等整備事業
○史跡小田原城跡用地取得事業
○図書資料購入費
○貴重資料保存事業



議案第２号

平成２１年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査について

平成２１年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果の取り扱いについて、

議決を求める。

平成２２年２月２５日提出

小田原市教育委員会

教育長 前田 輝男



平成２１年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果の取り扱いについて

１ 平成２１年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査に関する実施要領（抜粋）

１．調査の目的

（１）子どもの体力が低下している状況にかんがみ、国が全国的な子どもの体力の

状況を把握・分析することにより、子どもの体力の向上に係る施策の成果と課

題を検証し、その改善を図る。

（２）各教育委員会、学校等が全国的な状況との関係において自らの子どもの体力

の向上に係る施策の成果と課題を把握し、その改善を図るとともに、そのよう

な取組みを通じて、子どもの体力の向上に関する継続的な検証改善サイクルを

確立する。

（３）各学校が各児童生徒の体力や運動習慣、生活習慣、食習慣等を把握し、学校

における体育・健康に関する指導などの改善に役立てる。

２ 平成２０年度の取り扱い

文部科学省が示す「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」実施要領の「調査結

果の取扱いに関する配慮事項」を踏まえ、数値化されている部分の公表は行なわな

い。

３ 小田原市教育委員会の取り扱い（案）

① 「全国学力・学習状況調査の結果の取り扱い」と同様に、「全国体力・運動能力、

運動習慣等調査の結果」については、小田原市全体の平均値を公表する。

② 参加した学校の結果の取り扱いについては、各学校の判断を尊重する。







































○

未
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わ
ら
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子
）の
育
成

① 確かな学力の向上

② 豊かな心の育成

③ 健康・体力づくりの推進

① 地域一体教育（学校・家庭・地域）と

幼保・小・中一体教育との融合

② 特色ある学校づくりの推進

③ 幼稚園教育の充実

小田原市教育委員会は、小田原市教育都市宣言及び新しい学習指導要領の趣旨や

目的を踏まえ、子どもの夢と希望と知恵をはぐくむ教育を推進します。そのために、

「３つの心と３つの力」を視点として、子どもの豊かな心の育ちを願い、生涯学習

の基礎・基本を培い、社会をたくましく生き抜いていく力を育てていきます。

そして、子ども、保護者、地域の方々、教職員のそれぞれの願いの実現をめざし、

すべての人にとって明日が待ち遠しくなるような魅力ある学校づくりを展開して

いきます。

１ 子どもの生きる力の醸成

２ 小田原の良さを生かした教育の推進

３ 家庭・地域とともに歩む教育の充実

① 小田原独自の学習プログラムの推進

② 体験学習活動の充実

③ 食育の推進

施 策 の 方 向 性目 的

平成２２年度 学校教育の基本方針及び目的と目標

目 標

未来を拓くたくましい子ども【３つの心と３つの力を持った子ども】

４ 教育環境の整備と充実

① 安全で快適な教育環境の整備

② 教職員の意識改革と資質の向上

③ 一人ひとりに応じたきめ細やかな

教育の充実

④ 相談体制、不登校対策の充実

基 本 方 針

３つの心

温かい心

広い心

燃える心

：人としての優しさ、愛情,

真心など

：人を思いやる寛容な心など

：何事にも前向きな発想で

挑戦していく強い心など

３つの力

学ぶ力 ：目的意識を持って主体的に学習に取り組み、基礎的・

基本的な知識や技能を習得し、問題を解決していく力

創る力 ：習得した力を基に自由に発想し、考えたり表現したり

する活動を通して、実生活などの場で、活用・探究し

ていく力

関わる力 ：言葉など様々な表現方法で気持ちや考えを伝え合い、

人や自然などを理解し共生していく力

資料１



＊ 各学校は、上記の重点のうち、★の取り組み（特にゴシック文字で示すもの）を、学校評価の共通評価項目として設定します。

豊かな心、確かな学力、健康や体力などの｢生き抜く力｣を

はぐくむことが、子どもの幸せにつながると考えます。

そのために、「明日が待ち遠しくなるような魅力ある学校」

「保護者・地域の方々・教職員の三者が学び合える学校」を

めざします。

子どもの安全・安心の確保
学校における安全指導・安全管理の徹底を図るとともに、家庭・地域との密接な連携のもと

に、子どもの安全・安心の確保の一層の推進を図ります。

郷土を愛し、大切にする学習の充実
郷土の偉人、自然、歴史・文化などを学ぶことを通して、郷土を愛し、大切にする気持ちを

持つとともに、小田原に誇りを持つ子どもの育成をめざします。

支援教育の充実
自らの力で解決することが困難な課題(教育的ニーズ)を抱え、教育上配慮を要する子ども一人

ひとりへの適切かつきめ細やかな指導の充実をめざします。

★ 保護者との連携 を図っていくとともに、交流及び共同学習を推進していきます。

コミュニケーション能力の向上 相手の考えや思いをしっかりと受けとめ、自分の考えや思いを積極的に表現するなどして、

より良い人間関係をつくることができる子どもの育成をめざします。

★ 学校・家庭・地域や幼稚園・保育園・小学校・中学校の教職員が一体となって、魅力ある学校づくりを推進する

ことにより、不登校やいじめなどの解消をめざした取り組みをより一層強化していきます。

不登校やいじめへの取り組み

平成２２年度

学校教育に関する取り組みの重点

子ども一人ひとりの幸せと成長を願い、学校・家庭・地域が一体となった地域一体教育と幼稚園・保育園・

小学校・中学校が一体となった幼保・小・中一体教育の融合を図り、『未来へつながる学校づくり』
を推進していきます。

★ 各校に配置された、学校と保護者や地域の方を結ぶコーディネーターと連携して、教育活動全般にわたって、

さらなるスクールボランティアの活動の充実を図るなどしていきます。

・ 就学前教育から義務教育終了までの１１年間を見通して、それぞれの教育目標をふまえた、関連性・連続性の

ある教育活動を展開していきます。

生涯にわたり、主体的に運動に取り組み、体力の向上を図るとともに、生活リズムを整え、自ら「食」

とかかわり、自らの健康を適切に管理・改善できる子どもの育成をめざします。

健康や体力つくり・食育の推進体

地域一体教育 と 幼保・小・中一体教育 の 推進

確かな学力の向上知

「基礎的・基本的な知識・技能」、「思考力・判断力・表現力等」、

「学習意欲」などを含む確かな学力の向上をめざします。

★「わかる授業」を充実させるために、積極的な授業公開・校内

研究や多面的な授業評価等を行っていきます。

・基礎的・基本的な知識・技能の習得と思考力・判断力・表現力等

の育成のバランスを重視し、さらなる指導方法の工夫・改善に

取り組みます。

豊かな心の育成徳

教育活動全体を通して、「自らを律しつつ、

他者とともに協調し、他者を思いやる心」、

「生命や人権を尊重する心」、「感動する心」

など豊かな心をはぐくむ教育をめざします。

★ 子どもの心の安定と規範意識の向上を図

るために、保護者や地域の方とともに、

「おだわらっ子の約束」を実行していき

ます。



Ｈ２２ 学校教育関係（教育指導課）グランドデザイン

「確かな学力」
の向上

健康や体力つくり
・食育の推進

「豊かな心」の
育成

豊かな心・確かな学力、健康や体力などの「生き抜く力」を

はぐくむことが、子どもの幸せにつながると考えます。

そのために、「明日が待ち遠しくなるような魅力ある学校」

「保護者・地域の方々・教職員の三者が学び合える学校」をめ

ざします。

＜未来へつながる学校づくり＞
子ども、保護者、地域の方々、教職員それぞれの願いを実現をめざし、

すべての人にとって明日が待ち遠しくなるような魅力ある学校をめざします

教育長の方針①

子どもの幸せ

教職員の資質・指導力の向上
教職員アカデミー

おだわらっ子の約束
＊地域ぐるみで「おだわらっ子の約束」の実

践化に取り組む。
△朝食の摂取率において、市内全校が次の数

値を上回る。
小学６年生…90％、中学３年生…80％

「生き抜く力」を
はぐくむ 不登校への取り組み（H20～22年度は不登校対策強化期間）

＊中学校の不登校生徒の出現率が、Ｈ１８の全国平均を下回る。
△H22…2.86％（Ｈ2１ ％）
＊小学校の不登校児童の出現率が、Ｈ１８の全国平均を下回る。
△H22…0.33％（H2１ ％）

幼保・小・中一体教育の推進地域一体教育の推進

「わかる授業」の充実

＊全国学力・学習状況調査の分析結果か

ら、学校全体で授業改善に努める。

＊多面的な授業評価（児童・生徒による

授業評価を含む）を実施し、授業改善

に努める。

△児童・生徒による授業評価で、「良い」

「概ね良い」といったプラスの評価を

90％以上にする。

＊各種研修会・学校訪問の充実を図り、

教職員個々の資質向上に努める。

教育長の方針③

現場の心

「未来を拓くたくましい子どもの育成」をめざします。H２２教育長のキーワード
「３つの心・３つの力」

教育長の方針②

モデルとしての

大人

幼保・小・中一体教育の充実
＊幼保・小・中学校が一体となって、就学前教育から中学校卒業まで

を見通した子ども一人ひとりを大切にした教育を推進していく。
△中学校区ごとに、関連性・連続性のある教育活動を実施する。
△保育園を視野に入れた合同研究会の開催をめざす。
・合同保護者会や合同行事等での保護者、子どもの交流を行う。

スクールボランティアの充実
＊全校でスクールボランティアの実践の充実に努める。
＊未来へつながる学校づくりを推進する教育環境として位置づける。
△中学校区ごとに、計画的にコーディネーターやスクールボランティアの

交流を図り、連携を深める。
△登録者数 Ｈ22…0.5 人

児童生徒一人あたりの登録者数（Ｈ2１： 人）

学校教育力

地域教育力 家庭教育力

支援教育の充実
＊教育上配慮を要する子ども一人ひとりに対して、きめ細かい

指導の充実に努める。
△保護者との連携を十分に図る。

地域一体教育と
幼保・小・中一体教育の融合


